
「してもらう」リハから「やりたい」リハへ
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クライエントの希望を引き出す
ADOCでは，ICF（国際生活機能分類）の活動と参加の項
目をベースに作成した95枚のイラストを介して，クライエ
ントの希望を聞き出します．特に失語症，認知症のあるク
ライエントに有効です． また経験が浅いセラピストや学生
であっても簡単に使用可能です．

リハの目標を一緒に決める
クライエントとセラピストが選んだ活動を同時に表示し，
これからどの活動を目標にするか話し合います．また，緊
急度と重要度に応じて優先順位を決めることも可能です．
この意思決定プロセスを経て，クライエントのリハに対す
る主体性を高めます．

チームでリハ計画を共有する
決定した目標に関する支援プランをiPadで入力し，計画書
（PDFファイル）を作成することができます．計画書を印
刷し，クライエントやご家族に手渡すことができます．ま
た目標をリハチーム内で共有し，急性期から維持期まで一
貫した目標設定を行うことができます．



10年おでん

私が初めてADOCを使った時のことです．それ
まで10年間歩行訓練ばかり行っていたホーム入
所者が，ADOCのイラストを眺めながら「おで
んが作りたい」と話してくれました．おでん屋
の女将だったことは皆知っていましたが，今で
もその気持ちを持ち続けているとは誰も知りま
せんでした．ケアマネや管理栄養士に相談した
ところ，施設内でいつの間にか「おでんプロ
ジェクト」が立ち上がり，「おでん屋」が開か
れました．10年間の想いが染み込んだおでんを
振舞う彼女の姿は女将そのものでした．「あの
頃に戻ったみたい」と娘さん．女将も「次は沖
縄そばが作りたい」と意欲的です．また忙しく
なりそうですが（笑），おかげさまで私にとっ
ても充実した毎日です．

日赤那覇市安謝福祉総合施設
　　作業療法士　𩜙平名亜紀子

Q & A
1) 必要なものは？
　iPad（￥44,800～），ADOC（￥2500），
iTunes（無料）がインストールされたパソコン
（WindowsでもMacでも可）が必要です．

2) 月額使用料は必要ですか？
　WiFiモデルのiPadを購入すれば月額使用料は
不要です．

3) Windowsやアンドロイドでも使えますか？
ADOCはiPad専用のアプリですので，iPad以外
で使用することはできません．現在，iPad以外
のアプリ開発は未定です．

4) セキュリティは？
　 ログイン時，PDFファイルにパスワードを設
定しています．紛失に関してはApple提供のサー
ビス「iPhoneを探す」をご利用ください．

5) アプリを購入するには？
　 iTunesストアよりダウンロードします．領収
書が必要な場合には，iTunesカード等をご利用
ください．

6) アプリは複数台にインストールできる？
　 同一iTunesアカウントに限り，iPad10台まで
インストール可能です．

ダウンロードはこちら

Webサイト
お問い合わせ先

内なる思いを引き出す

言葉でのコミュニケーションが全く取れなかっ
た失語症のクライエントにADOCを使用したと
ころ，本人がとても大切にされていた活動（ヨ
ガ，写真撮影，ラジオを聞く，温泉に入る等）
を知ることができました．その活動の実現に向
けて具体的に介入を行うと，病室で臥床傾向に
あった本人がリハに対して積極的になりまし
た．またその姿を見た家族も，それまで不安
だった自宅退院に対して積極的になりました．
家族やリハチームと共に本人の大切な活動を踏
まえた目標を共有できたことで，円滑な自宅退
院につながりました．ADOCはクライエントの
思いを引き出し，その人らしい生活の実現に向
けたチームアプローチを行うことができる効果
的なツールだと思います．

太田熱海病院
　　作業療法士　齋藤祐樹


